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生

ーマと、13世紀の聖人

ッシジという、カトリック

ベラ発祥の地である
ロ、世界で最初に

オペラ劇場を作ってオペラを大きく育てたヴェネツィアと音楽史

ある都市です。
ン語で歌う曲は、グレゴリオ聖歌とルネッサンス時代

の代表的な作曲家の宗教曲ですので、これらに関連した西洋音楽
史とキリスト教音楽について一通りの知識をまとめてみました。
グレゴリオ聖歌は、西洋音楽の基礎になっている素晴らしい音楽
ですが、カトリックの典礼（ミサ等の儀式）の音楽でした。簡単
にその歴史と、カトリックの典礼のご紹介をします。
アルカデルト・パレストリーナ・バードは、いずれも16世紀の

後半に活躍したルネッサンス・ポリフォニーの、後期の代表的な
作曲家です。16世紀後半というと、日本では丁度戦国時代で、
信長・秀吉時代です。（1600年に関ヶ原の合戦があり、徳川時代
へと移っていきます。）

今から4百年も前の曲ですが、ルネッサンス・ポリフォニーの流
れるような旋律のからみあいと、整った和声的進行が見事に組み
合わさった素晴らしい合唱曲です。グレゴリオ聖歌時代からどの
ようにルネッサンス時代に移っていったかと、3人の略歴をごく
簡単にまとめました。
又、イタリアはオペラの国です。オペラの歴史もイタリア中心に
簡単に付け加えました。
ご参考になれば幸いです。

平l或　1　1　年　3　月
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1．ルゴ財蠍とキリスト教
グレゴリオ聖歌は、茜洋音楽の源ですが、

カトリック教会の典礼に用いられる音楽とし
て、長い歴史を拝っていますので、キリスト
教や今度行くローマと関連させながら、グレ
ゴリオ聖歌の歴史をざっと辿ってみたいと思
います。

○　キリスト教の糞生と発展
キリストは紀元　30年頃十字架にかけられ、

死後3日後に予言通り復活して、十二使徒や
パウロなど5百人以上の信徒の前に現れたと

聖書に書かれています。このキリストの教え
を十二使徒やパウロたちがさまざまな迫害に
もかかわらず、熱心に布教して、エルサレム
から中近東・ギリシャ・ローマにまで急速に広
まりました。紀元64年にローマで大火があっ
た時、当時の皇帝ネロはその責任を無実のキ
リスト教信者に負わせて、残酷な迫害を行な
ったことが記録に残されています。当時の信
者たちは夜地下の墓所、カタコンベ）に集まっ
て礼辞を行ない、神をたたえる歌を歌ったそ
うで、そのカタコンベは今は観光名所になっ
ています。ローマにはパウロが主に布教しま
したが、ペテロも晩年コーマに来て殉教した
と言われており、そのペテロの墓の上に建て
られたのがカトリックの総本山である聖ぺト
ロ大聖堂〈サン・ピエトロ大寺院）です。ロー
マはローマ帝国の首都であり．ぺトロ・パウロ

の殉教地ということで、キリスト教の中心と
して、ローマ司教が他の地区の司教の上に立
つようになり、ローマ法王となりました。

ネロ皇帝以後もキリスト教に対する迫害は
続きましたが、その間もキリスト教信者は増
え続け、ついに313年コンスタンティヌス大

帝がミラノ勅令でキリスト教を公認し、更に
391年にはテオドシウス大帝がキリスト教を

国教としました。ローマ帝国は間もなく崩壊
しましたが、キリスト教はますます発展し、
民族大移動で西欧を支記したゲルマン民族や
ノルマン民族も教化して、中世には全ヨーロ
ッパを精神的に支配すると共に、政治的にも
大きな力を薄つようになりました。
○　グレゴリオ聖歌

529　年に聖ベネディクトがローマ郊外に修

道院を創設し、厳しい戒律を作って神への祈
りと労勘と勉学に専念し、強い信仰心と高い
教養を持った聖職者の萎戌を行ないました。
この修道院の出身者が、キリスト教の布教に
大きな力を発揮し、又この修道院での神への
祈りの儀式を教会にも広めました。

590年に法王になったグレゴリウス1世は

（ベネディクト修道院出身）、教会として神へ
の礼拝の儀式としての「典礼制度」を確立し、
その際歌う「聖歌」を整理しました。それまで
はそれぞれの国・地方でいろいろな聖歌が歌
われていたのを、カトリック教会として整理
して統一したので「グレゴリオ聖歌」と呼ばれ
るようになりました。グレゴリウス1世は同

時にその歌い手の学校（スコラ・カントラム）
を作って、聖歌がどこの国でも正しく歌われ
るようにしました。日本では、聖徳太子（592

年摂政）の時代で今から約千四百年前です。
○　教会音楽の歴史

グレゴリオ聖歌は単声ですが、8世紀頃か
らその上か下に違った旋律を歌う多声音楽が
歌われ始めたという記録が残っています。

910　年にフランスのブルゴーニュ地方のク

リュニーにその地方の領主が新しい修道院を
作り、「ベネディクトへ帰れ」という方針によ
って多くの優秀な修道士を嚢成し、半世紀後
には各国にクリュニー派の修道院が多く作ら
れました。後にクリュニー派の法王も何人か
出るなど教会だけでなく、政治的・社会的に
も大きな力となりました。クリュニー修道院
は、教会の権威を高めるため、典礼行事を華
やかにすることにも力を入れたので、教会音
楽の多声化や、単声のグレゴリオ聖歌の歌い
方についても

Alleluia（ヘブライ語で　主をたたえよ）

Amen∴∴〈ヘブライ語で　そうでありたい）

Kyrie　（ギリシャ語で　主よ　　　　）

等の短い詞句に長いメロディをつけたメリス
マ唱法とか、更にその長いメロディの部分に

新しく歌詞をつけて歌うトローブスとかセク
エンツイアとかが作られ、教会音楽は音楽的
に大変進んだものになったと言われています
今のグレゴリオ聖歌は、16世紀にルターな

どの宗教改革に対抗して、カトリック教会の
内部改革が行なわれ、その一環の教会音楽の
見直しとして、聖歌の純化ということでトロ
ーブスとかせクエンツィアをの大半を廃止し

単声のグレゴリオ聖歌を教会の典礼の聖歌と
決め、ミサ用と聖務日課用約3千田を4線譜
のネウマに整理して、1614年に出版したもの

が基本になっています。
尚カトリック教会は約40年前に、各国でそ

れぞれ自国語の典礼聖歌を作り歌うことを決
めたので、現在ではグレゴリオ聖歌は教会の
典礼聖歌として歌われなくなりました。
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H．沖男ク嫉礼
カトリックの典礼はミサと堅務日課です。
ミサは祝祭日（聖誕祭・復活祭等）や主日（日

曜日）或いは婚儀、葬儀等の際に行なわれるカ
トリックの重要な儀式です．キリストの事跡、
特に十字架の上の死により自らを神に捧げ、
（奉献）人類に放しをもたらした行為を、最後
の晩餐の言葉並びにパンとブドウ酒というし
るしによって記念する、信仰告白行為でもあ
り、また感謝と賛美を神に薄げる儀式です。
聖務日課はカトリックで公的な日課として

定められている祈りのことです。修道院では

袈詫籠蒸器詩誌銃撃響
◎　ミサ　聖祭　niSSa

団員の木下弘巳さんから、実際の教会での
ミサの式次第を提供して頂いたので、右の欄
にご紹介します。尚、式の際歌われる歌詞は
どのミサでも同じもの（通常文）と、式によっ
て異なるもの（固有文）とあります。

○通常文　Ordinariun（Ordinary〉

いわゆるミサ曲はこの5曲です。

岩手ア　　苔詰a　難護憲歌
クレド　　　　　　Credo　　　信仰の賛歌

サンクトゥス　　SamtuS　感謝の賛歌

7ニュス・デイ　　　　　Agaus Dei平和の賛歌

○固有文［轍i pr9pr壷・（Proper）

大祭諦∴∴∴∴∴高向Oitus，Intro白

菜祷文　　　　　　collecta，　CollectS．

書簡　　　　　　　eplStOla．　Epistle

昇階話　　　　　　graduale．　Gradual

Tレルヤ議　　　　　　alleluia

（詠謡　　　　　　江8両S．　TraCt）

（続謡　　　　　　sequentia　　　　　）

聖福音書朗読　　　ezangeli胴，GoSpel

奉献諦　　　　　　0日ertorium，Offertory

序諦　　　　　　　prefatio，　Preface

聖体拝領話∴∴∴　commun10，　Communion

聖体拝領後の祈りposl…mu申
PosトCommunlOn

イ一子・ミけ・エスト　　　Ite nissa est

又は（へえティカームス・ドミ／BenedicamuS Do証no）

ミサという名前は「【te niSSa eSt　終りま

した．お帰りなさい」という言葉からとっ
たそうです．

◎日本の典礼聖歌は、第2ヴァチカン公会議
の決定に従って、日本語の歌詞に高田三郎氏
他多くの作曲家が作曲し、ミサで歌う全ての
典礼聖歌が出来上がって歌われています。

◎ミサ式次第（OROO MISSAE）

四旬節第5週　3月26日（金・週・紫〉

〈開　祭〉
♪入寮の款（歌わない場合は次の大祭唱）
・大祭唱（詩編31・10、16）
・大祭のあいさつ
・回心への招き
・回心の祈り
・憐れみの賛歌（Kyrie）

・集会祈願

〈ことばの典礼〉
・旧約書の朗読（エレミヤ20・10－13）
・答唱詩編　典礼聖歌64⑭飢粥18・3．3狙37）

・詠　唱　　典礼聖歌263⑫（ヨ八が・64bl89b〉

・福音朗読　ヨハネ10・31－42そのとき
・説教
・信仰宣言（Credo〉

〈感請の典礼〉
♪奉納の歌
・奉納行列
・祈りへの招き
・奉納祈願
・叙唱前句
・叙唱　主の受難－（四旬節第5週）
・感請の賛歌（Sanctus）

・奉献文
・記念唱

く交わりの儀〉
・主の祈り（Pater∴nOSter〉

・教会に平和を願う祈り
・平和のあいさつ
・平和の賛歌（Agnus Dei）

・辞領前の信仰告白

♪拝領の歌（歌わない場合は次の拝領唱）
・葎領唱（－ぺトロ2・24）
・拝領祈願

〈開票〉
・派遣の祝福
・開票のあいさつ

♪閉祭の歌

◎聖務日課　officiu血

書の聖務日課をご紹介します。1日申お祈
りをしているように見えます。

・朝課　　　夜明け前　膜1両inum，Matins

・賛課　　　日の出時IaudeS，　　Lauds

・第1時謀　午前6時頃ad prinum，Prime

・第3時謀　午前9時頃ad tertiam．Terce

・第6時課　正午頃　　ad SeXtam Sext

・第9時課　午後3時頃ad nonam．NoneS

・晩課　　　日没とき　ad†eSperam，Vespers

・終課　　　離、醸防ぐ狭　eonplelorium，
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皿．イタリア軸枇しか二田絹業史

◎　中世の西詳音楽
単声音楽のグレゴリオ聖歌からスタートし

た西洋音楽は、7・8世紀頃から多声化の動
きが出始めました。
10世紀頃に書かれた「音楽提要」という音

楽理論書には、多声音楽について楽譜付きで
記述されており、この頃には多声音楽が広く
歌われていたことを表わしています。10世紀

というと日本では平安時代、源氏物語・枕草
子が書かれたのが大体紀元千年位です。

教会音楽は教会の権威が高まるにつれて、
典礼で歌われる単純なグレゴリオ聖歌をいろ
いろと飾り、華やかなものにするようになっ

たようです。グレゴリオ聖歌で紹介したメリ

スマ唱法、トローブスやセクエンツイアもそ

うですし、多声唱法もそうだったようです。
12世紀の後半、パリのノートルダム大聖堂

で活躍していたレオニヌスは、1年間の主要
な祝日のミサと要務日課のために新しい曲集
を作曲しましたが、その中にはグレゴリオ聖

歌を定旋律とした2声の曲が多数おさめられ

多声音楽によって、新しいポリフォニーへの

展開を図った多くの世俗曲を作っています。
◎　ルネッサンス時代のイタリア音楽

15世紀のイタリアは、ミラノ・ヴェネツィ

ア・フィレンツェ・ナポリ等の国が互いに競
いながら、街を飾り、芸術家・文芸家を宮廷
に集めた時代で、歴代の法王も厳しい宗教家
よりも文化人や、メデイチ家出身者など文化
・芸術に理解の深い人が多く、いわゆるイタ

リア・ルネッサンスの最盛期でした。

美術の面では、レオナルド・ダ・ヴィンチ

（1452、1519上ミケランジェロ（1474－1564）が

特に有名です。音楽も盛んでしたが中心にな
ったのはイタリア人ではなく、フランドル出

身の人達です。フランドルというのは今のベ
ルギーを中心として、オランダや北・東フラ
ンスの一部を合せた地区にできていたブルゴ
ーニュ公国とその近辺のことです。このブル

ゴーニュ公国は当時はフランスと並ぶ大国で

フィリップ・ル・ボン（善良公）と呼ばれる良
い君主に恵まれ、文芸・音楽が盛んになりま

lています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。音楽については各都市の大聖堂聖歌隊 

12世紀から13世紀にかけては、十字軍が7　　が付属の歌手養成所を蒔ち、多くの優れた音 

次にわたって行なわれ、教会の権威が高まっ　　楽家を育てました。ここで生れ育った音楽家 
た時代ですが、教会だけでなく世俗曲の分野　　或いは音楽家の卵達は、欧州の各地の宮廷に 
でも音楽が盛んになりました。まず南フラン　　呼ばれて霹靂しました。特にイタリアの各宮 
スでトロヴェールという騎士階級を中心にし　　　　　　　　　　　　　　　　　延は競って 
た歌曲が盛んになり、ついで北フランスのト ルバドール、更にドイツのミンネジシガーと 吟遊詩人・騎士歌曲の大きな花が咲きました． 14世紀になると十字軍も終り、教会の絶対 的な権威が落ち（法王庁がローマからアウィ ニォンに移されたり、2人の法皇がたって争 ったり）領主の力も強まり、又富裕な市民階 級も増えてきました。こうした社会を背景に イタリアにダンテ（1265－1321）、ぺトラルカ （1304イ5上ポッカッチォ（1313－1400）或いは 絵画のジョット（1266－1337）等ルネッサンス のさきがけとなる人々が出てきました。 音楽ではフランスのギョーム・ド・マショー （1300－77）が最大の作臨家です。マショーは、 「ノートルダム・ミサ」という一人でミサ5曲 （6曲）を通して作曲した景初の人として知ら れていますが、教会音楽の多声的な伝統と、 �；イングランド＿．ニゝニトン三一三麦圭 子、∴ ÷三 I 茎 ヽ∴ま、 ′‘‘ごヽン∴∴－＿ rtンC｝‾ 二一三，ン l i † Isiへ ご‾一子ヽ→二・一三一二二三三鏡 �若い音楽家 をスカウト し、またフ ランドルの 人たちも気 候が良く、 待遇も良い イタリアは 憧れの土地 だったよう です。こう して多くの フランドル 出身の音楽 家がイタリ アに集まり 活躍しまし 

トルバドールの叙情性を合せ受継ぎ充実した　　　　憧霧のブルゴーニュ公輌　　　た。 
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1607年にはモシテヴェルディの「オルフェ

オ」が作曲されました。これは今聞いても立
派な曲で、現在でも時々演奏されています。

モシテヴェルディ（1567－1643）は、イタリア

のクレモナに生まれ、マントヴァの宮廷の楽

長を勤めた後、1613年にヴェネチアの聖マル
コ大聖堂の楽長になりました。ヴェネチアは

共和割の商業都市として中世から繁栄してき
ました。音楽の面でも16世紀後半から、2重

合唱とか、独唱・合唱・オルガン・器楽合奏
を動員した祝典音楽を作ったりと、ローマで
は法王庁の方針で、パレストリーナのように

落着いた感じの音楽になったに対して、大変
華やかな音楽が作られ演奏されていました。
モシテヴェルディは、こうしたヴェネチア音

楽を更に発展させ、多彩なバロック時代へ入
ることとなります。

1637年にヴェネチアに始めて入場料をとる
一般公開の劇場ができ1700年までに17の劇場

でモシテヴェルディの作品を治め約400曲の

オペラが上演されたそうです，それまでの音
楽は、宮廷や貴族の室内で演奏されていて、
特定の人しか聞くことはできませんでした。
こうした一般公開の劇場ができたことによっ

て、オペラが大きく広まり又オペラを中心に

音楽が多くの人に親しまれる存在となったの
です。

ルネッサンス音楽は、声楽が中心であり、
いわゆるポリフォニー的な「線の音楽」と言わ

れていますが、バロック音楽は劇音楽と器楽

音楽が中心になり、和声中心の音楽と言われ
ます。そしてバロック音楽の養生から発展ま
での中心舞台はイタリアでした。

呼6頁上段
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V．ジョバンニ・ピエルルイジ・ダ・パレストリーナ　（1525～1594）

Giovanni PierIuigi da PaleStrina

パレストリーナは、ローマ郊外のパレスト

リーナ町に生まれ、生涯の殆どをローマで過
ごし、法王庁を始めローマ市内の教会などで

楽長として活躍した、ルネッサンス時代の最
後を飾るイタリア人の大作曲家です。
少年時代、ローマの有名なサンタ・マリア

・マジョーレ教会のリベリアーナ礼拝室付属

少年聖歌隊隊員になり、1544年に故郷の町の
サンタ・ガーピタ大聖窒楽長になりました。
この町の司教は、後に法王ユリウス3世（ジ
ュリオ3世　離1550－1555）になった司教でし

た。そのひきたてもあり、パレストリーナは
1551年若くして、ローマ法王庁のカペラ・ジ

ュリアの楽長になりました。

当時ローマ法王庁には、専属の聖歌隊が二
つありました。一つは今でも有名なシステイ

ナ礼拝堂聖歌隊です。システイナ礼拝堂は、
法王シスト4世（雑147卜14時がサンビエト
ロ大聖堂を建直した時に、新しく造った礼拝

堂（1481年）で、シスト4世に因んで名付けら

れました。その時に法王庁聖歌隊を礼詳堂に
移して今に至っています。システイナ礼拝堂
はまた、ミケランジェロ（1474～1564）の大作

「最後の審判（壁画）」と「天地創造（天井画日
でも有名です。

当時のシステイナ礼拝室聖歌隊は、フラン
ドルやフランス出身の外国人（アルカチルト
も1540－1551の問、聖歌隊の歌手でした）

ばかりで、イタリア人の歌手は殆どいません
でした。そこでイタリア人の歌手を嚢成しよ

うということで、1513年に法王ユリウス2世

（ジュリオ2豊艶1503～1513）がもう一つ聖歌

隊を作ったのがカペラ・ジュリアです。
パレストリーナは、1555年システイナ乱舞

堂聖歌隊歌手にもなりましたが、これは法王
ユリウス2世が亡くなると解任されました。

この頃はマルティン・ルター（1483－1546）

などのローマ教会に対する宗教改革の動きが
高まった時で、ローマ教会の車にも内部で改
革を進める動きが起りました。その代表がス
ペイン人イグナティウス・ロヨラ（149卜1556）

が創立したイエズス会で、厳しい戒律と訓練
を行い、法王庁の親衛隊的な存在となりまし
た。（日本に始めてキリスト教を布教したフ
ランシスコ・ザビエルはこのイエズス会の熱

心な会員で、海外布教を行なったのです）
イエズス会はローマでも新しく学校を作りま

した。パレストリーナは1551年に設立された
「コレジワム・ロマーヌム」の音楽教師にな

り、グレゴリー聖歌等を教えたといわれてい
ます。　　　　　　　　　　　　　⊂デ6頁下段
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○ジョアッキーノ・ロッシーニ
Gioaccbino Rossini（1792～1868）

ロッシーニは、今回2泊するぺ－ザロで、

トランペットとホルン奏者の父とソプラノ歌

手の母との間に生まれました。音楽学校在学
中から作曲を始め、17才の時にヴェネチァで

オペラを上演したのを皮切りに、37才までの
19年間に「セウィリアの理髪師」など、39曲の

オペラを書きました．1929年パリで「ウィリア

ム・テル」を上漬し大成功を収めた後は、オ
ペラを書くのをやめてしまいました。ロッシ
ーニはオペラの他に器楽曲も多数作曲してい

ます。

019－20世紀にかけて、イタリアには多くの

オペラ作曲家がでました。
ガエタノ・ドニゼッティ　　（1763～1845）

ヴィンチェンツオ・ベルリーニ（180卜1835）

らが19世紀前半に活躍しましたが、最も
有名なのが、ヴェルディです。

その後、20世紀にも

ルワジェロ・レオンカヴアルト　〈1858－1919）

シャコモ・プッチーニ　　（1858－1924〉

ピエトロ・マスカーニ　　（1864－1945）

など素晴らしいオペラ作曲家がイタリア

に生まれました。

○ジョゼッぺ・ヴェルディ
GiuSeppe Verdi　（1813～1901〉

イタリア・オペラの最高峰と言われるのが
ヴェルディです。北イタリアの田舎町に生ま

れたヴェルディは、ミラノのスカラ座を本拠

として活覆しました。若くして愛児と愛妻を
亡くしたどん底の中で、出世作「ナブッコ」が

大成功を収め、一躍大作曲家入りしました。
彼は26才から80才までの間に、26曲のオペ

ラを書きました。初期の作品は愛国的なテー
マが多く、これが当時のイタリアの民族統一

運動と結びついて、市民から強い共盛をえま
した。その後、「マクベス」「椿姫」等文学
的な戯曲に取組み、晩年には「オテロ」「フ
ァルスタッフ」のように人間の内奥の葛藤を

表現するなど大変に幅広い作品です。
ヴェルディは、イタリア統一運動に参加し

1861年国家統一後の総選挙に出馬し当選しま

した。その後も創作活動を誘けましたが1901

年、87才で亡くなりました。ミラノで行なわ

れたその追悼式には多くの市民が参列し、「ナ
ブッコ」の合唱「行け、思いよ、黄金の翼に乗っ
てVa．pensiero。Sull‘aliれrate日を歌って

送ったそうです。ヴェルディが亡くなってか

ら98年、再来年が没後100年となります。

Ⅵ．ウイリアム・バード
Wi‖iam Byrd（1543－1623〉

ウイリアム・バードはルネッサンス時代の

イギリスの最大の音楽家と言われています。
父も宮廷音楽家だったのでバードもおそら

く少年時代を王室礼辞堂の聖歌隊員になった
と思われ、又当時オルガン奏者・作曲家とし
て活靂していたクリス（1505頃～1585）の教えを

受けたものと推察されています。
イギリスでは1543年に、国王ヘンリー八世

（離1509－1547）がイギリス教会を法王から独

立させてイギリス国教会としましたが、バー
ドは終生ローマ・カトリックの信仰を守り続

けました．エリザベス女王時代（雑1558－1603）

には王室礼拝堂の主要メンバーにもなってい
ます。エリザベス女王は宗教について比較的
穏健な考えを罵っており、又バードの才能を
高く評価したので、カトリック信者のバード

を重用しましたが、バードは周囲との関係で
大変苦労をしたようです。

バードは鍵盤奏者としても優れた才能を示

し、1563年にはリンカーン大聖堂のオルガン

奏者となり、さらに1570年には王室礼韓堂の

〈ジェントルマン〉　と呼ばれる役職に就任し
ました。1575年にはタリスとともに、イギリ

スにおける楽譜出版と販売の独占権を与えら
れ、初期の音楽出版に多大の貢献を残しだと
されています。

バードは多くの宗教曲（ミサ曲、アンセム、

モテットなど）を作曲していますが、ラテン

語の曲と英語の曲とあり、ローマ・カトリッ

ク用とイギリス国教用と使い分けていたよう
に思われます。宗教曲以外にも多くの世俗曲
や器楽曲も作りました。

「アヴヱ・ヴヱルヌ・コルブス」は1605年

に出版された「グラドゥアーレ集I」に収録

されている曲で、バードのモテットの中でも

最も有名な曲です。歌詞は後年のモツアルト
の同名の曲と同じで、14世紀の法王イノケ
ンティウス4世の作と伝えられています。
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